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女性のチャレンジ賞
受賞者 座談会
新しいことを始めるとき、自分が変われるか？周りを変えられるか？と希望と不安を感じ

ながらチャレンジするものだと思います。今回の座談会では、新しいことにチャレンジし、

そこで出会った人たちとの縁を大事にしながら、今もがんばり続けている受賞者の方に

お集まりいただきました。始めたきっかけや、周りの方のサポートなど、率直に語ってい

ただきました。

変わる！ 変える！ インタビュアー

萩原なつ子さん

山梨県石和町(現笛吹市)生ま

れ。宮城県環境生活部次長、武

蔵工業大学環境情報学部助教

授等を歴任。現在、立教大学大

学院21世紀社会デザイン研究

科教授、認定特定非営利活動

法人日本ＮＰＯセンター副代表

理事。平成20年より女性のチャ

レンジ賞選考委員会委員。

岐阜県高山市生まれ。大

学在学中の平成13年に任

意団体ＮＰＯカタリバを設

立し、高校生のためのキャ

リア学習プログラム「カタ

リ場」を開始。

平成23年度には東日本大

震災を受け、被災地域の放

課後学校「コラボ・スクー

ル」を発案。

平成21年度(第6回)女性の

チャレンジ賞受賞(受賞時

29歳)。

今村　久美さん

いま むら 　 　 　く み

認定特定非営利活動法人

カタリバ代表理事

大阪府堺市生まれ。17歳で

妊娠・結婚出産のため、進

学校中退。平成16年に子育

てしながらネイリストとし

て美容室勤務中に、訪問

理美容活動に参加。感銘

を受け、訪問理美容を普及

させたいとの思いから、ヘ

ルパー2級・美容師国家資

格取得。愛知学院大学経

営学部非常勤講師。

平成24年度(第9回)女性の

チャレンジ賞受賞(受賞時

33歳)。

岩岡　ひとみさん

い わ お か 　 　 　

特定非営利活動法人全国福祉

理美容師養成協会事務局長

富山県黒部市生まれ。平成5
年赤ちゃんからお年寄りま
で障がいがあっても無くて
も利用できるデイサービス
として、このゆびと〜まれを
開所。今では地域共生ホー
ムが富山県内105か所、全国
に1,400を超える事業所があ
る。また平成25年「とやま地
域共生型福祉推進特区」を
活用した就労継続支援B型
事業所「はたらくわ」をスタ
ートさせる。

平成16年度(第1回)女性のチャ

レンジ賞受賞(受賞時52歳)。

惣万　佳代子さん

そうま ん 　  　　　か よ こ

特定非営利活動法人

「ディサービスこのゆびと〜まれ」

理事長

山梨県増穂町（現富士川

町）生まれ。平成7年町議会

議員に初当選し、4期15年務

める。平成11年、仲間と共に

地域活性化を目指し、リサイ

クルショップ「スペースふう

」を立ち上げる。平成15年、

リユース食器のレンタル事

業に業種転換、現在に至る。

平成20年度(第5回)女性の

チャレンジ賞特別部門賞(環

境)受賞(受賞時61歳)。

永井　寛子さん

な が い 　 　ひ ろ こ

はぎわら

特定非営利活動法人

スペースふう理事長

はじめに
　この冊子は、これから何かにチャレンジしようとする女性のための「事例集」です。

　起業したり、ＮＰＯを立ち上げたり、従来女性が少なかった分野で活躍の場を広げ、「女性のチャレンジ賞」を受賞され

た方々がいます。この冊子で紹介している方々は、元会社員、専業主婦、農家、学生など経歴も、受賞当時の年齢も、活躍

している地域も様々です。「どのようなきっかけでチャレンジしたのか」、「転機にどのような周りの支えがあったのか」、

「今後どのような活動をしていこうとしているのか」などをお聞きしました。本冊子が、様々な分野で活躍しようと考えてい

る女性を後押しする一助となれば大変幸いです。

【女性のチャレンジ賞とは】
　起業、ＮＰＯ法人での活動、地域活動等にチャレンジすることで輝いている女性個人、女性団体・グループ等を顕彰し、

チャレンジの身近なモデル等を示すことによって男女共同参画社会の実現のための機運を高めることを目的とし、内閣府

において、平成１６年度から実施しています。

　平成２６年度までに、「女性のチャレンジ賞」４８個人・団体、「女性のチャレンジ支援賞」１４団体、「女性のチャレンジ

賞特別部門賞」３３個人・団体が受賞しました。
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